
愛知県名古屋市
とくがわえん そざんそう

徳川園 蘇山荘

見どころ

徳川園 蘇山荘／ガーデンレストラン徳川

1937（昭和12）年 同年移築

木造平屋建 近代和風建築

愛知県名古屋市東区徳川町1001

052-932-7887

https://sozanso-tokugawa.zetton.co.jp/

火～日10:00～17:00（喫茶）

地下鉄名鉄線・ＪＲ中央本線大曽根駅 徒歩10分

駐車場あり（有料）

国登録有形文化財

蘇山荘は1937（昭和12）年に名古屋市が主催した名古屋汎太平洋

平和博覧会の迎賓館和館である。歴史に埋もれた博覧会であるが、

満州事変から第二次世界大戦前の軍備増強時代に、人口100万人を

突破、東洋一のまちづくりを進めていた大名古屋が「平和」を

テーマに開催した日本発の国際博覧会である。陸・海・空の国際

的な新しい玄関となった名古屋港から江戸時代の埋立て地である

熱田前新田の一角を会場とし、近くには名古屋城築城時に整備さ

れた白鳥水中貯木場があり、木曽や飛騨から伐り出された木材が

貯蔵されていた。蘇山荘は博覧会中は「檜荘」と呼ばれ、国内外

の賓客をもてなす国際交流の場として、木材産業発祥の地として

良質な木曽材を展示紹介する場としての役割を果たした。

博覧会閉会後は徳川園に移築され、平和博覧会を今に伝える唯一

の建築物となっている。

これまでの生活文化を引き継ぎながらも、現代の多様

な価値観、ライフスタイル、ワークスタイルをおおら

かに受け入れ、違和感なく美しい空間づくりを実現す

るためには、蘇山荘のような「近代和風建築」が参考

になるのではないかということを実感できる。運営者

による夜の空間演出も魅力的であり大変参考にできる。

玄関構え、玄関破風の懸魚、床飾り、付書院、襖など

の従来の和室の手法と、ガラス戸の採用、中廊下の設

定、洋家具を意識した階高の高い座敷や応接間などが

見事に調和し、また、主要材料を木曽檜とし、柱には

割れにくい芯去材や表面に節の無い無地材という高級

材を採用しているにもかかわらず、大変奥床しく、現

代の流通家具とも違和感なく調和しており、まさに

「和」の空間となっている。広い廊下、庭との関係性、

季節ごとの設え手入れの艶、格調高さなど、人生を豊

かに生きるために五感・感性を鍛えられる失いたくな

いものばかりである。

木造平屋建て、桟瓦葺きの入母屋造と一部寄棟造、コの字型の平面構成

でかつての車寄せが突出しており、玄関から広間へは広い廊下が廻って

いる。現在は喫茶室として使用されているため、かつてとは異なる使用

方法の部屋もあるが、部屋の形状は当初のままを維持されている。

登録有形文化財建造物（国）としての登録理由は、伝統的な和風建築様

式をとりながらも、中廊下や階高の高い座敷を採用する「近代和風建

築」の好例として、他の造形の模範となっていることとされている。

玄関車寄せ
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愛知県名古屋市
ふるかわびじゅつかんぶんかん ためさぶろうきねんかん

古川美術館分館 爲三郎記念館

見どころ

大桐の間

古川美術館分館 爲三郎記念館

1934（昭和9）年

木造平屋建 数寄屋造

愛知県名古屋市千種区池下2-50

052-763-1991

http://www.furukawa-museum.or.jp/

10:00～17:00 月曜休館

市営地下鉄東山線池下駅 徒歩3分 駐車場有

国登録有形文化財・名古屋市認定地域建造物資産

ひさごの間

爲三郎記念館は、一代で名古屋を代表する実業家となり、後に

文化芸術、福祉、教育、医療の分野で社会に多大な貢献をした

古川爲三郎が、長年に渡り暮らした数寄屋造りの邸宅である。

建物全体に数寄の世界が行き亘り、茶人好みの建築といえよう。

敷地は閑静な住宅街にあり、樹木の繁る敷地内には主屋の「爲

春亭」、四季折々に変化を見せる日本庭園、その中にひっそり

とたたずむ茶室「知足庵」があり、北垂れの敷地の地形を巧み

に活かし、建物と庭が配置されている。

【爲春亭（いしゅんてい）】

爲春亭は各部屋が雁行して並び、柱と貫が交差する高床式の外観は、桂

離宮の書院建築を彷彿させる。「ひさごの間」「大桐の間」「葵の間」

「太郎庵」があり、それぞれ趣向を凝らした意匠が見られる。「ひさご

の間」は、その名が襖に漆で型押しされた瓢箪の模様に由来し、床脇の

琵琶床は出書院風で、源氏香紋の透かし彫りの欄間、円窓の下地窓や木

瓜形（もっこうがた）の無双窓など桂離宮の意匠が見られる。「大桐の

間」は杉と桐の木目を活かし山の重なりを表現した連山薄肉彫欄間と、

山にかかる雲をイメージした障子欄間の意匠の掛け合いが印象的である。

「葵の間」は四畳半の茶室で知足庵の反転と言え、市松の網代と竿縁天

井を組合せた折り上げ天井が特徴的である。

【知足庵（ちそくあん）】

「足ることを知る」という利休の教えからその名をとった知足庵。織田

有楽斎が建てた「如庵」の写しの茶室である。二畳半台目向切で下座床

の席は床脇に鱗板を入れて壁面を斜行させ、点前座正面の炉の前角に中

柱を立てて、火打形をくり抜いた板を嵌める如庵独特の構成を踏襲して

いるが、その他は知足庵ならではの部分が多くみられる。

爲春亭

爲三郎記念館には小間・広間の変化に富んだ五つの茶

の空間があり、其々の席を使い分け様々な茶事が行わ

れていたと思われる。部屋ごとに意匠に趣向が凝らさ

れているが、これみよがし的な感がない、庭と和室を

繋ぐ縁側の曖昧で豊かな空間が、居心地の良さにつな

がっている。また、和の空間の意匠に大きく係わる欄

間や建具の意匠と機能性は必見である。

見学の際は、一廻り目はまず全体の雰囲気を感じる。

二廻り目は床の間、欄間や建具、天井などの細部を観

察。三廻り目は茶事を想定して、庭、縁側、和室の空

間構成を観察。最後は座してゆっくりと空間を堪能す

ることをお奨めしたい。

知足庵
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愛知県名古屋市
なんざんじゅそう/しょうわびじゅつかん

南山寿荘/昭和美術館

見どころ

南山寿荘（旧渡辺家書院及び茶室）/昭和美術館

1832（天保3）年建築、1935（昭和10）年移築

木造二階建 数寄屋造

愛知県名古屋市昭和区汐見町4-1

052-832-5851

https://shouwa-museum.com/

10:00～16:00 月・火定休 展示開催中のみ会館

南山寿荘内部は11月3日公開、捻駕籠の席は予約制

市営地下鉄鶴舞線いりなか駅徒歩10分 駐車場有

愛知県指定文化財

名古屋の閑静な住宅地に建つ南山寿荘は、実業家であった後藤幸

三氏の住宅であった建物であり、元々は、堀川沿いに建てられて

いた尾張藩家老の渡辺規綱の別邸だった茶室と書院からなる建物

である。規剛は裏千家の家元玄々斎の実兄であり、自らも又日庵

（ゆうじつあん）と号す茶人であったと知られている。江戸末期

に建てられ、昭和10（1935）年に現在の地へ後藤家の別邸とし

て移築された。

一階の茶室は、主屋に対し角度を振って配置されていることから、

捻駕籠（ねじかご）の席と名づけられた。移築前は、堀川から寄

付を経て、階段を上って内腰掛に入った。二階書院は入舟の席と

も呼ばれていた、現在も池からの傾斜を利用した配置は当時のた

たずまいが感じられる。

移築後に変わった部分もあるが、この変わった部分を見ると、後

藤氏や関わった大工のセンスの良さが感じられる。玄関は元々台

所であった場所であるが、高山の古民家より材を移築し、民芸調

の応接間となっている。どっしりとしたその空間は、武家好みの

茶室、明るく開放的な広間と対照的で、建物全体の印象をより鮮

やかにしている。また、二階の水屋の天袋の板戸も木目を活かし

た山の意匠が粋である。

昭和美術館の展示室には、数寄者であった後藤氏が集め

た茶道具や和歌などのコレクションが企画に合わせて展

示されている。また、敷地内にある南山寿荘旧正門は、

芝居小屋から移築され、移築後に捻駕籠の席にちなみ、

門扉がその屋根に対して斜めに取り付けられたもの、外

腰掛待合は桂離宮の写しであり、有合庵の小間は普段非

公開だが、極小の空間が素晴らしい。展示室を見て、こ

れらの建物を眺めながら静かな庭をめぐり、南山寿荘を

観ると、名古屋のお茶文化を感じることができる。

玄関入ってすぐの民芸調の応接間、その向こうから外の

緑が目に入ってくる。廊下へ進むと、その右側の壁には

下端が膝の高さの開口があり、中に斜めの壁が見える。

とても魅力的な空間で、その開口（中潜り）を通って、

内腰掛に入る。その台形の空間は何とも居心地がいい。

それらを経て入る捻駕籠の席は、それまでの期待を裏切

らないお茶室である。

捻駕籠の席は、四畳中板入りで、座によって天井の高さ

や材を変えたり、筆柱を配したりと空間に変化と広がり

が感じられる。障子には外の緑の色が映り込み、季節の

変化も楽しめる。

二階の広間は、洗練された武家の書院といった趣きで、すっきりとし

た主張しすぎない意匠が素敵である。障子は正方形に桟が組まれ、下

の方は横桟の間隔が狭くなっている。玄々斎好みだそうで、かっこい

い。ふすまの引手は裏千家の替え紋であるつぼつぼのデザインになっ

ている。つぼつぼの引手は捻駕籠の席の水屋にもみられる。

捻駕籠の席
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愛知県碧南市
てつがくたいけんむらむがえんしみんちゃしつ とうとうあん

哲学たいけん村無我苑市民茶室 涛々庵

見どころ

哲学たいけん村無我苑市民茶室 涛々庵

1992（平成4）年5月

木造平屋建

愛知県碧南市坂口町3-100

0566-41-8522

https://www.city.hekinan.lg.jp/soshiki/kyouiku/bunk

azai/1_3/index.html

9:00～17:00（貸館は21:00まで）

名鉄三河線「北新川駅」から市内巡回バス約7分

駐車場約90台（無料）

二重露地は外露地と内露地からなる露地であり、涛々庵

にあるような高い塀で囲われた外露地は全国的にも珍し

い形式である。このような囲われた外露地は古田織部の

弟子の上田宗箇が広島で試みている。

図面によると外露地と内露地の間にある塀は高さ９尺７

寸とある。実際に外腰掛に座ると、ちょうど外界が見え

なくなる高さであることがわかる。

外露地には腰掛の他、下腹雪隠、蹲踞（つくばい）、石

灯篭がある。

茶会に招かれた客はまず、塀で囲われ空だけが広がるこ

の空間に入る。広々とした庭園から板戸を潜り一歩入る

と外界とは違う静かな清々しい雰囲気が漲っていること

に驚かされる。この空間に身を置くことで外の喧騒から

離れ、自身を整え茶会へ臨む心構えができることだろう。

「今は全く忘れられている囲われた外露地、これを体験

して頂くのが『哲学たいけん村』にふさわしい茶会の施

設」と中村昌生氏は書き記している。

この露地は開館時間には自由に入ることができる。全国

的にもめずらしく豊かな空間が公共にあることの貴重さ

を感じる。

涛々庵は愛知県碧南市にある「哲学たいけん村 無我苑」にある公

共茶室である。無我苑は、この地に居を構えた哲学者・伊藤証信氏

の道場を碧南市が寄付を受けたことを契機に、「心の健康と精神文

化の醸成の場」をテーマにつくられた施設である。瞑想回廊、立礼

茶席のある研修道場、本格的な公共茶室である涛々庵から成ってい

る。

涛々庵の設計監修は、公共茶室を数多く手がけられた中村昌生氏が

務めている。「茶の湯は山居の主人が親しい友を招き心を込めても

てなす遊びである。茶室は主人（亭主）の住まいであり山居の趣を

深めるべく露地という庭がつくられる。こうした茶の湯は精神性の

深い生活文化として完成された。哲学たいけん村に茶室と庭が組み

入れられたゆえんである。」と中村昌生氏は述べている。

建物の構成は、十畳の広間と六畳の次の間からなる主室のある広間

棟と、草庵風茶室である小間が廊下でつながっている。小間は西向

きに建てられており、南側には二重露地がある。

広間には、床、地袋、琵琶台

が備わっている。庭に面して

畳敷の入側があり、その外に

は月見台が配されている。

広間と次の間の境にある欄間

は、涛々庵の名にちなんで波

の図形となっており、柔らか

い印象を与えている。

小間は上座床のある四畳台目中板入で、茶道口と給仕口、庭側には躙

口と引違障子の貴人口が開かれている。

掛込み天井には突上げ窓があり明るい光が入る。それがより一層天井

や壁の影を濃くし陰影を感じさせる。

下地窓や白竹の天井など、草庵茶室ならではの意匠が随所にある。材

料の使い方、寸法、納まりといった現代の本格的な茶室のつくりを身

近に見ることができる、貴重な場でもある。
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愛知県豊田市
とよたしびじゅつかん どうじえん

豊田市美術館 童子苑

見どころ

豊田市美術館 童子苑（豊祥庵 一歩亭）

1995(平成7)年

木造平屋 数寄屋造

愛知県豊田市小坂本町8-5-1

0565-34-6610(代表) 茶室0565-34-6777

https://www.museum.toyota.aichi.jp

美術館10:00～17:30（月曜休館）

立礼茶席11:00～16:00 (茶事9:00～21:00要予約)

名鉄豊田線三河線豊田市駅 徒歩15分 駐車場有

茶室設計協力 吉橋榮治

童子苑は豊田市美術館の茶室として広く市民に解放されている。設計者は美術

館と同じく谷口吉生氏である。谷口氏は敷地の歴史や自然を活かした設計を大

切にしている。豊田市は街道と矢作川の交錯する位置にあり、川湊として栄え、

江戸時代には挙母(ころも)藩の城が童子山に築かれた。美術館はその城跡の高

低差を活かして、3万㎡以上の敷地に建築と自然双方の美しさが際立つように

建てられている。茶室は敷地の最も奥の高い所にあり、「童子苑」の名は童子

山に由来している。本席・小間の茶室「豊祥庵」と立礼茶席および広間席「一

歩亭」の2棟が露地庭園と融合した和の空間は、来館者が美術館の広い中庭を

散策した後にたどり着く癒やしの場となっている。

茶室は室内空間と庭園が

一体となった美しくて快

適な空間である。

谷口氏も来館者が動線に

沿って進む際の、視覚的

変化による空間体験を巧

みに演出している。自然

光の取り入れ方で光の変

化を感じたり、視界を巧

みに遮ったり広げたり、

室内から見える外部の景

観とのつながりを意識的

に離したり繋げたりして

快適で変化に富む空間体

験を提供する。

この手法は童子苑だけで

なく、豊田市美術館全体、

さらには谷口氏の設計し

た他の美術館にも多用さ

れている。鉄とガラスを

材としたモダニズム建築

として有名な豊田市美術

館だが、実は自然を活か

した和の要素をふんだん

に取り入れていることが

感じられる。

【一歩亭（いっぽてい）】 広間席と立礼茶席

どんなこともまず一歩の歩みから始まるという意。

広間席は１０畳２間から成り、２間とも設えが可能である。意匠は控え

めで様々な流派に関係なくニュートラルな造りとなっている。

全体として直線的で高さを抑え、軒は深く、部材は見付を細く見せる工

夫ですっきりとした印象である。大寄せの茶会にも対応できるよう水屋

も２か所あり、賄の間や寄付なども十分な広さがある。茶会利用時には

道具も設えも一式借りられる気軽さのゆえ、流派、季節に応じた多種多

様な茶道具が用意されている。

童子苑の門には「立礼席呈茶中 お気軽にどうぞ」の案内があり、 立礼

茶席は靴を脱ぐ必要もなく椅子席で、まるで抹茶カフェに立ち寄るよう

な気楽さで、心地よい空間の中で一服いただける。（美術館休館日と市

民茶会・月例茶会開催日は休み）

【豊祥庵（ほうしょうあん）】

本席・小間の茶室

祥の字は幸に通じ、幸多かれ

の願いが込められている。

３畳台目と２畳間から成る。

配膳台

(格納式)

立礼茶席

広間席 入 側

童子苑 アプローチ

一歩亭 玄関･取次から

中庭の鞍馬石を見る

一歩亭 鞘の間の下地窓から

         露地庭園を臨む

一歩亭 広間席から入側越しに露地庭園を臨む

建 物 名 称

建   築   年

構造・様式

所   在   地

電   話

Ｈ       Ｐ

開 館 時 間

ア ク セ ス

備       考



岐阜県大野郡白川村
わだけじゅうたく

和田家住宅

見どころ

和田家住宅

18世紀初頭

木造三層構造、合掌造、茅葺屋根

岐阜県大野郡白川村荻町山越997

05769-6-1058

http://shirakawa-go.or.jp/active/13/

9: 00～17:00（不定休）

東海北陸自動車道白川郷ICより駐車場5分、徒歩5分

国指定重要文化財・岐阜県指定文化財

世界文化遺産である白川村荻町集落が一望でき

るという城山から一番手前に位置しているのが

和田家である。

白川村に現存する合掌造り家屋の中では、最大

の規模をもち、主屋は国・県重要文化財、板

蔵・稲架小屋は県重要文化財に指定されている。

和田家の建築年代は明らかではないが、同家の

過去帳の記録などにより、約300年は経ている

と推測されている。

重厚な造り黒光りする太い柱などは、代々名主

を務め、牛首口留番所役人も務めていたという

時代から現在までの和田家が刻み続けている何

百年もの生活の歴史を感じずにはいられない。

和田家は、古文書や鑑札などの遺物の記録から

番所の役人を務めながら、煙硝（火薬）や生糸

の取り扱いを行っていたことがわかっている。

梁組は建築当時のままであるが、茅葺は更新され

続け縄の結び方など技術の継承が見られる

自然豊かな山里

で、四季折々の

風情のある集落

であるが、冬は

雪深く、積雪量

は毎年2mを超

え、かつては陸

の孤島となって

いた。

しかし現在では

合掌造りライト

アップなど、冬

ならではの魅力

も楽しめるよう

になっている。

城山展望台からの

冬のライトアップ風景

静かな雪夜のたたずまい

今現在も和田家の住居で有り、一部が一般公開されている

２階は代々使用されてきた民具の展示スペース

建 物 名 称

建   築   年

構造・様式

所   在   地

電   話

Ｈ       Ｐ

開 館 時 間

ア ク セ ス

備       考



岐阜県高山市
よしじまけじゅうたく

吉島家住宅

見どころ

吉島家住宅

18世紀初頭

木造二階建、切妻造

岐阜県高山市大新町1-51

0577-32-0038

https://www.hidatakayama.or.jp/watch/yoshijimake/

金～月曜日 9:00～17:00

火～木曜日、年末年始

ＪＲ高山駅より徒歩15分

国指定重要文化財

明治40（1907）年川原町

の名工西田伊三郎（ニシ

ダ・イサブロウ）により

建てられ、昔の造り酒屋

の面影を伝える華麗な商

家である。

土間の吹き抜け部分で、

大黒柱を中心として構成

される梁組と高窓から差

し込む光がもたらす陰影

に注目したい。昭和52

（1977）年米国の建築界

の巨匠チャールズ・ムー

アが「世界を半周しても

見に来る価値がある」と

激賞した。

大黒柱を中心に、梁（横にかける材）と束（梁に垂

直の短い柱）によって構成される吹き抜けは、高窓

からの光線をたくみに屋内に取り入れ、柱や鏡戸の

木目を美しく見せている。

明治40（1907）年に再建されたもので、

国の重要文化財に指定されている。日下

部家が男性的な建物に対し、この吉島家

は建物のすみずみまで神経のゆきとどい

た、繊細さと女性的な美しさのある建物

といわれている。

明治8（1875）年の大火で焼失し、明治9

（1876）年再建されたが、30年も経たな

いうちに、明治38（1905）年半焼し、文

庫蔵、表具、畳、表側道路に平行して奥

行き2間分は残った。現存の外観は明治

12（1879）年の日下部家よりやや古い。

吉島家は天明8（1784）年に、初代重兵

衛が高山に居住したのがはじまりで、

代々酒造業を営んできた家であり、酒神

を祭る三輪神社の杉玉を軒先に下げてい

る。江戸後期頃から生糸繭の売買などで

栄えた。

二ノ町筋を貫くぶり街道の通りに面している

どうじ、おえの広い空間

民家らしい象徴的な梁組

通り路地より玄関を見る

みせ２階のモダンなしつらい 端正な２階座敷

建 物 名 称

建   築   年

構造・様式

所   在   地

電   話

Ｈ       Ｐ

開 館 時 間

定 休 日

ア ク セ ス

備       考



岐阜県揖斐郡大野町
きゅうきたおかだけじゅうたく

旧北岡田家住宅

見どころ

岡田家（通称北岡田家）は、江戸時代には大垣藩の庄屋等を務

め、広大な農地を有した地元の名士である。 

現在の屋敷は、明治期の2度の災害で被災した後、５代目当主が

30年の歳月を費やして完成させた。広大な敷地に、表門、裏門

を構え、主屋、離れ、米蔵、納屋などが 並び、庭園の池には滝

がある。

主屋は、大正5（1916）年創建。手を尽くして集めた最高の資

材を用い、名匠と知られる職人に造作させた。当地における近

代和風建築の意匠・技術の到達点を示すものである。

特筆すべきは保存状態の良さである。近世・近代の地主層の屋

敷は、戦後の農地解放により人手に渡って改変されたり、傷ん

だまま放置されている建物や、高度経済成長期に取り壊された

建物も多く、当時のまま良好に保存されていることは貴重であ

る。平成24（2012）年8月に主屋が国の登録有形文化財に登録

され、平成30（2018）年11月に離れ、米蔵、道具蔵、東納屋、

北納屋の5棟が追加登録された。

＜主屋＞                 

屋根切妻造瓦葺２階建正面右寄りに入母屋造り瓦葺き

の客用玄関「式台玄関」がある。大小17の部屋を有し、

規模が格段に大きい。「仏壇の間」の折上小屋組格天

井のように最高の造作が行われている。15畳の「座

敷」付け書院にもうけられた庭園を望む大きな窓や、

採光に配慮した多くの天窓、棟の東西に設置された避

雷針等時代を反映した意匠も随所にみられる。このほ

か、式台玄関の右手「表口」に当時のまま遺されてい

る両開戸、押上げ式大戸なども貴重である。      

意匠を凝らした釘隠し（こうもり、鶴）

欄間

座敷 床脇地袋の小襖

外観：式台玄関付近

座敷 書院方向

奥の間 棚

中の間から座敷を見る

埋込金庫

旧北岡田家住宅

1916（大正5）年

木造二階建・農村邸宅

岐阜県揖斐郡大野町大字相羽字村通282

0585-34-1111（大野町教育委員会生涯学習課）

http://www.town-ono.jp/0000000494.html

一般公開は春と秋の期間限定(要問合)

東海環状自動車道大野神戸インターから10分

国登録有形文化財

建 物 名 称

建   築   年

構造・様式

所   在   地

電   話

Ｈ       Ｐ

開 館 時 間

ア ク セ ス

備       考



三重県津市
さんしょうそう

三松荘

見どころ

三松荘

1935（昭和10）年築

2017（平成29）年リノベーション

木造平屋建 木造三階建 鉄骨造二階建 蔵

三重県津市丸之内3-22

非公開

https://space783.wixsite.com/home/sansyousou

近鉄名古屋線津新町駅下車 徒歩10分

連絡の上、見学可能 4directions.gsl.etc@gmail.com

設計 アトリエワン

2020年1月より「貸し間 三松荘」と称し、レンタル

スペースギャラリーとして運営中

昭和10（1935）年に建てられ、戦火や伊勢湾台風を

くぐり抜けてきた個人の店舗兼住宅である。父から受

け継いだ現在の持ち主の思いのもとにリノベーション

が行われ、空き家になることを免れた。以前の持ち主

と親交のあった津市の実業家でもあり作陶家の川喜田

半泥子が、当時庭にあった３本の松にちなんで、「三

松荘」という名前を与えたとの云われが残っている。

今回の工事で、失われていた松１本を植え足し３本の

松を復活させた。槙、苔、寒椿など常緑の落ち着きあ

る庭に新たに紅葉や備長炭を配して彩りを添え、母屋

の座敷から眺める和の庭には３本の松が昔からそこに

あったかのような景色となった。また、洋館横のガレ

ージを取り壊した場所に石畳のテラスを設けることで

街に開かれた場となっている。テラスに植えられた泰

山木が大きな白い花を咲かせる頃、「三松荘」に人が

集うことを楽しみに思う。母屋正面玄関

何代かの持ち主の手に渡り姿を変えてきた建築が、三重

県の伝統工芸品や伝統工芸士の手によって新たによみが

えった。座敷の表具は「伊勢木綿」、照明器具には「伊

勢型紙」をあしらい、床の間は「伊賀白土磨き」小面は

「黒漆喰磨き」と三重産の土を使った壁となっている。

障子の組子も美しく修復され、建築当時の姿を取り戻し

た。また、玄関襖の唐紙は三松荘のオリジナル柄「松

菱」を版木から制作した。その松菱柄で地元の藍染師に

よって暖簾も制作された。押入から洗面室へと変わった

空間に設置された左官職人による人造研ぎ出しの洗面台

も見どころの一つである。和の庭に鎮座する棗型の大き

な手水鉢もぜひ見ていただきたい。

写真提供 アトリエワン

【三松荘の構成】母屋、洋館、ギャラリー（旧倉庫）、蔵、離れ

入母屋屋根の玄関を入り、前座敷６畳、中の間４畳、奥座敷10畳からな

る母屋がメインのスペースで、奥座敷の床の間には書院、琵琶台が設え

られている。中廊下を挟んで居間として使われていた場所は天井を取り

払い小屋組みを露わにガラス瓦から自然光の差し込むホールへ変わった。

洋館 ギャラリー

母屋玄関の南側に位置する洋館は岩田川に面した木製建具の窓からたっ

ぷりと光が差し込む。漆喰に塗り替えられた壁は音響が良く、演奏会な

どにも利用されている。北側に位置する質屋を営んでいた頃の倉庫は

ギャラリーへと様変わりした。

母屋座敷 ホール

建 物 名 称

建   築   年

構造・様式

所   在   地

電   話

Ｈ       Ｐ

開 館 時 間

ア ク セ ス

備       考

和の庭 石畳のテラス



三重県伊賀市
きゅうすうこうどう

旧崇広堂

見どころ

旧崇広堂

1821（文政4）年

木造平屋建 入母屋 瓦葺

三重県伊賀市上野丸之内78-1

0595-24-6090

http://www.bunto.com/?p=411

9:00～16:30（火曜、年末年始休館）

伊賀鉄道上野市駅徒歩5分（駐車場なし）

国指定史跡

玄関棟（大玄関）

講堂：外観

講堂：内観

表門（赤門）

御成門 小玄関（御成玄関）

旧崇広堂は伊勢津藩第10代藩主の

藤堂高兌（たかさわ）が子弟を教

育するため、津の藩校・有造館の

支校として建てられたものである。

場所は伊賀上野城の南西に位置し、

明治維新後も私立上野儀学校、村

立上野義学校、町立丸之内尋常小

学校など、その都度名称を改めて

きた。明治38（1905）年からは

図書館として昭和58（1983）年

まで使用されていた。現在は補修

工事などを経て、様々な文化啓発

活動の場として、また赤門の愛称

で市民に親しまれている。講堂は

文政4（1821）年創建当時の姿の

まま今に残し、現存している藩校

としては近畿・東海地方において

はここしか見る事はできないとさ

れている。昭和5（1930）年に国

の史跡に指定されている。

藩主が出入りする門「御成門」と「小玄関（御成玄関）」

一般の出入り口「表門（赤門）」と大勢が一度に利用でき

る「大玄関」。表門から「大玄関」までは石畳が敷かれて

いる。このふたつの玄関には式台があるのに対して、左手

（西側）の下玄関は土間である。さらに西には勝手口があ

り台所へ直接入る。このように門と玄関の配置と構えによ

って空間が区別されている。下玄関を入ると敷かれている

畳は縁の無い「坊主畳」、天井は竹小舞天井となっている。

一方「大玄関」「小玄関」から入ると縁のある畳が敷かれ、

竿縁天井である。内装についても空間によって区別されて

いる。いわば《空間のヒエラルキー》。ここには封建時代

の建築の考え方を読み取れるのかも知れない。

【講堂】

文政4（1821）年の棟札

があり、創建当初の建物

である。間口7間、奥行

7間、入母屋の大空間と

なっている。中央は列柱

に囲まれた28枚の畳が

敷かれた高天井の空間が

あり、その外を一間幅の

畳縁が廻る。更にその外

縁を半間の板敷きの廻縁

が囲む。大空間の講堂は

三段階に構成され、外縁

から中央へ向かって求心

性を求めている。

建 物 名 称

建   築   年

構造・様式

所   在   地

電   話

Ｈ       Ｐ

開 館 時 間

ア ク セ ス

備       考



三重県松坂市
きゅうはせがわけじゅうたく

旧長谷川家住宅

見どころ

長谷川家は数多い江戸店持ち商人の中でも

いち早く江戸へ進出し成功をおさめ、「丹

波屋」を屋号とする松阪屈指の豪商、長谷

川治郎兵衛家の本宅である。江戸時代の浮

世絵師、歌川広重作の「東都大伝馬街繁栄

之図」には長谷川家の江戸店が描かれてお

り、当時、江戸の大伝馬町一丁目に５軒の

出店を構える木綿商で、その繁栄ぶりがう

かがえる。長谷川家の広大な屋敷構えは、

その長い歴史の中で隣接地の買収と増築を

繰り返し形成されたもので、近世から近代

にかけて商家建築の変遷をたどることがで

きる。正面外観は建ちの低い厨子２階建て、

切妻造、平入りの町家で両袖にはうだつが

上がる。左手に表蔵を見ながら玄関をくぐ

ると奥に向かって通り土間が続き、奥に土

蔵が更に４棟、最も古い大蔵、左に米蔵、

大蔵の右手に新蔵と西蔵が並ぶ。平成28

（2016）年7月25日に国の重要文化財（建

造物）に指定された。

旧長谷川家住宅（指定名称）

江戸時代中期～

木造厨子二階建 切妻造 平入 土蔵 他

三重県松阪市魚町1653

0598-21-8600（松阪市文化課）

https://matsusaka-rekibun.com/

9:00～17:00（最終入館16:30）

水曜休館（祝日の場合は翌日）・年末年始

 伊勢自動車道松阪インター下車10分（市営駐車場有）

JR・近鉄松阪駅より徒歩10分

国指定重要文化財・県指定史跡及び名勝

現在は「旧長谷川治郎兵衛家」として公開

正面玄関

土蔵の裏手には町境でもある背割排水が流れ、その奥に

は池を中心とした回遊式庭園が広がる。ここは以前、紀

州藩勢州奉行所があった地で明治初年に長谷川家が購入

し、庭園の他に離れや茶室、四阿なども建てられた。他

の建物とは逸して、この離れだけが南西の方角を向いて

いるのは、松坂城を望むためだったと考えられる。今は

高層の建物の影となっているが、この庭園越しに松坂城

を眺めた豪商家の瀟洒な佇まいを感じていただきたい。

うだつ 主屋（通り土間）

大正座敷（広間） 大正座敷（外観）

長谷川家の広大な屋敷構えは往時の

江戸店持ち商人の隆盛を今に伝える。

奇抜な意匠や華美な装飾はみられな

いが、重厚な構え、良材を用いた上

質な造りである。質素・倹約を創業

以来の家訓としてきた同家の家風を

よくあらわしているといえる。

建 物 名 称

建   築   年

構造・様式

所   在   地

電   話

Ｈ       Ｐ
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備       考



三重県伊勢市
ひんじつかん

賓日館

見どころ

賓日館

1887（明治20）年

木造二階建 瓦葺

三重県伊勢市二見町茶屋566-2

0596-43-2003

https://hinjitsukan.com

9:00～最終入館16:30 火曜休館（祝日は翌日休）

伊勢二見鳥羽ライン二見JCTより車で4分

JR二見駅より徒歩12分（公営無料駐車場有）

国指定重要文化財

賓日館は明治20（1887）年伊勢神宮に参

拝する賓客の休憩・宿泊所として建設さ

れた。明治天皇の母、英照皇太后の宿泊

に間に合うよう明治19（1886）年12月着

工、翌年2月に竣工。これほどの短期間で

格調高い建物が完成したのは脅威ともい

える。歴代諸皇族、各界要人が数多く宿

泊された建物である。明治44（1911）年

に隣接する二見館の別館となり以降、２

度の大増改築を重ねている。重厚な唐破

風の玄関や壮麗な大広間など現在の賓日

館は昭和5（1930）年の改築によるもの。

二見館の休業後、平成15（2003）年に二

見町へ寄贈された。賓日館は建物・庭園

も含めて当時一流の建築家による品格の

ある洗練されたデザイン、選び抜かれた

材料やそれに答える職人たちの技など日

本の伝統技術の粋を目の当たりにするこ

とが出来る。明治から大正、昭和、平成

へと二見町の近代史を語り伝える国指定

重要文化財である。

賓日館玄関の柱で節があるのは唐破風屋根を支える２本

のみである。虹梁は中央部から振分けの返し杢になって

おり非常に珍しい。上り框は檜、式台は欅の一枚板。天

井板は屋久杉の一枚板で釘を使わずに設えてあるので今

もひび割れ１つない。玄関周りの材には統一感があるよ

うに目線から遠く高い場所にある木は粗い木目に、目線

に近く低い位置にある木は細かい木目になっている。玄

関すぐ右手の階段親柱には地元の彫刻家・板倉白龍作の

「二見かえる」が彫られているが、この蛙は親柱と同じ

原木で彫られていて後で取り付けたものではない。この

親柱裏側にある「昭和11年初秋」の刻銘を実際に見てい

ただきたい。
【大広間】

120畳敷きの大広間は代表的書院造りで、桃山式の折上格天井にはシャ

ンデリアが施され和洋折衷の妙も見ごたえがある。床の間、違い棚廊下

には最高級の国産材が使われており、舞台は能舞台として数々の音響上

の配慮がされている。背景の「老松」は、郷土の日本画家・中村左洲の

作である。昭和5（1930）年の大増改築で設計管理を務めたのは前年の

式年遷宮で主任技師だった建築家・大江新太郎と塩野庄四郎の二人であ

る。
【御殿の間】

御殿の間の天井は珍しい二重

格天井になっており、一層の

格式を尊ぶ形式となっている。

床の間の床框は見事な螺鈿の

輪島塗。欄間は細い格子の筬

欄間で、広縁の天井は屋久杉

が用いられている。広縁南側

の化粧室の天井には見事な寄

木造りになっており、創建時

の姿を残している。

正面玄関

大広間

御殿の間

建 物 名 称

建   築   年

構造・様式
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電   話

Ｈ       Ｐ
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三重県鈴鹿市
れいしょうあん

　　　　　　　　

　　　　

鈴松庵

見どころ

奥の小間は非公開であるが、「椿さん」の愛称で親しまれる椿大神社の

茶室ということで、床柱には椿の古木が使われている。茶道口の形状は

和紙貼りの火灯口。松下幸之助翁の茶室へのこだわりが随所に数多く見

られ、彼の茶道哲学をうかがい知ることができる。

茶室・鈴松庵は庭園とともに、松下幸之助翁が日本の心をこ

よなく愛する情から、茶道の発展を祈願して椿大神社に寄進

されたものである。鈴鹿の”鈴”と松下幸之助翁の”松”を

もって鈴松庵と命名された。鈴松庵は境内老杉大木の中にあ

り、小間（三畳台目席）、広間（十畳書院）、立礼席（六

坪）の三室を備え、四季折々の風情を楽しめ、流派を問わず、

癒しのひと時を味わう空間として運営されている。

猿田彦大神と天鈿女命の本宮である椿大神社は、伊勢国

一の宮として鈴鹿山麓に鎮座し、誠に美しい自然に囲ま

れて太古の詩情を今に伝えている。竣工当時の庭の設

計・施工を手掛けたのは岩城亘太郎氏。一服の茶を通じ

て無の境地にひたり神と対話をする・・こころ落ち着か

せるひと時を過ごすことができる。立礼席、広間は一般

公開されており、季節に応じた茶掛や茶花も楽しめる。

鈴松庵（椿大神社茶室）

1976（昭和51）年春

木造平屋建 数寄屋造 銅板葺

三重県鈴鹿市山本町1871

059-371-1515

https://tsubaki.or.jp/pubric/cafe.html

9:00～17:00（L.O.16:30）

東名阪自動車道鈴鹿ｲﾝﾀｰより10分

新名神鈴鹿PAより2分（ETC車のみ）

無料駐車場約500台可能

立礼席の梁山の欅ナグリ仕上と床柱の欅アテ丸太、広間

には床柱の桐古木などのこだわりある樹種や細部の仕様

も見事である。広間と小間手前の廊下との間の下り壁に

は透かしで塗が施されており、広間の様子や吸い切りの

音が聞こえるよう工夫されている。

【茶室・小間】

【茶室・広間】

広間より庭園を臨む

下り壁の塗欅ナグリ仕上

広間より立礼席を臨む

小間・床の間

鈴松庵：外観

軒裏の網代 庭園の老杉

小間・点前座 小間・床柱 床框

小間・火打口

左：茶室「鈴松庵」の石碑
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三重県津市
せんかくがま（ひろなががま）/やまざとちゃせき

仙鶴窯（廣永窯）/山里茶席

見どころ

廣永窯は「昭和の光悦」「東の魯山人、

西の半泥子」とも称される陶芸家であり

実業家でもある川喜田半泥子が弟子養成

のために自邸のあった三重県津市千歳山

の登り窯を現在の地に移したのが始まり

である。戦後間もなく窯と共に移築され

た「山里茶席」は昭和14（1939）年に自

ら設計したものである。山里を建てたき

っかけは、千歳山に訪れた茶の湯の師・

表千家の久田宗也と武者小路千家の千宗

守から薦められたことによる。建築にあ

たっては、桧や杉は当時の千歳山内のも

のを切り出し、客座の天井は新薬師寺の

古材のヘギ板を、点前座の天井には韮山

の竹を用いている。特徴のある斜め格子

の障子は伏見城の遺物であると言われて

いる。設計のみならず半泥子自らも鉋・

鋸・鑿をふるった。のちに半泥子供養の

為に建てられた「山の館」には弦月台・

お徳庵・南堂・自在庵・松花亭などの茶

席があり全国的に雅客を迎えている。

仙鶴窯（廣永窯）/山里茶席

1939（昭和14）年

木造平屋建 茅葺屋根 瓦葺 他

三重県津市分部1770-1

059-237-1723

http://www.chitose.co.jp/kamaba/index.html

要予約（詳細についてはHP参照、要問合せ）

伊勢自動車道津インターより車で約7分 駐車場有

近鉄津駅西口よりタクシーで約20分

申込先：ギャラリー仙鶴 TEL 059-221-7120

10:00～16:00（日･月曜、祭日、お盆･年末年始休業）

山里茶席：外観

無茶法師（半泥子）著『續々泥佛堂日録』には「設計というふと大業だ

が、久田宗匠が長四畳にして丸炉でも切ってはといわれたのを思い出し

たので、畳を横に七枚並べ、それを四畳と三畳に仕切って壁の線を引い

ただけである。四畳が茶席で、三畳が水屋。尤も水屋の三畳は二畳だけ

を畳を敷いて、残りは半分を板間、半分を土間。窓と、ミザラと、勝手

口などはマア柱を建てゝからの事といふ次第。」と記されている。

山里茶席：内観

広大な敷地内には「泥仏堂」「仙鶴館」「幽照館」など、

半泥子ゆかりの建物が幾つもあり、「山里」という名に相

応しい風景である。津市郊外の深い山の中に現世とは離れ

た特別な空間《半泥子の世界》を是非体験して頂きたい。

茶席天井 水屋天井

泥仏堂 泥仏堂：天井

幽照館 仙鶴館

山の館

鳴穂堂お徳庵 鳴穂堂お徳庵：天井
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三重県伊賀市
まちやがーでんいが・いろいろ

まちやガーデン伊賀・色々

▲大和街道に面し「虫籠窓」「子持格子」など当時の面影を残す外観

▲透かし模様をそのまま

活かしレストラン上部の

意匠として残した欄間は、

かつて「ナカノマ」と

「ザシキ」を襖で仕切っ

て利用していたことを容

易に想像できる。

見どころ

まちやガーデン伊賀・色々

明治時代末期

木造二階建

三重県伊賀市上野農人町423

0595-22-8320

https://www.iga-iroiro.jp

11:30～20:00L.O.（レストランの営業時間）

近鉄伊賀線「広小路駅」徒歩1分 駐車場有

レストラン利用者内覧可（一部見学不可の部分有）

▲明治以降に建てられたこの町家は、つし二階の天井高

さが十分に確保され、土間上部吹抜を活かす解放的な階

段から上がれるよう改修されている。

大和街道に面した入口

から中庭まで続く「通

り土間」は、伊賀焼や

工芸品を展示する土間

ギャラリーとして利用

されている。

▲柱脚に残る敷居ほぞ跡や足固めの痕跡と束石は、かつ

てそこが「ザシキ」（畳の間）の床下部分であったこと

を物語り、改修で床高を下げたことがよくわかる。

▲主屋の奥に広がる中庭を

活用したガーデンは、レス

トランで食事をする人々の

目を和ませると共に、その

さらに奥にある別室に、特

別感を持たせる演出をして

いる。

伊賀上野城の城下町として美しい街並みが残る大和街道沿

いの町家をレストランに改修した「まちやガーデン伊賀・

色々」は、当時の面影を随所に残し、その細部からかつて

の町人の暮らしをうかがい知ることができる。

「ミセ」はカフェコー

ナーとして利用され、

街道を行き交う人々の

様子をうかがえる席が

並べられている。

「ナカノマ」と「ザシ

キ」は、欄間を当時の

まま意匠として活かす

一体の間として改修さ

れ、レストランとして

利用されている。

伊賀市は三重県の近世都市では最も西に位置し

て大和に接する都市であり、現存する町家の基

本的形式は、切妻造平入り、屋根葺材は桟瓦が

一般的で、近畿地方の町家との類縁性が高く、

同じ三重県内の伊勢などで見られる妻入り町家

とは傾向が異なっている。「通り土間」に沿っ

て「ミセ」「ナカノマ」「ザシキ」と三室程度

の居室を一列に並べ、このうち「ミセ」は営業

や作業場に、「ナカノマ」は食事をはじめ家人

の日常の居所にあてられ、「ザシキ」は接客や

当主婦人の寝室に用いらた。「通り土間」は表

裏に中戸で仕切り、表は一体として利用し、奥

はクドを据えて炊事を行う場であった。奥の土

間は上部を吹抜として換気や採光を図り、二階

は明治以前には表に面する部分をつし二階とし

て物置などに利用することが多く、天井高さを

十分に確保し居室として利用する本二階は明治

以降に一般化した。

(出典：上野市史・文化財編 平成16年8月発行)

大和街道に面するこちらの町家も、切妻造平入

り、桟瓦葺き、虫籠窓、格子、つし二階などが

奈良地域の町家の特徴とよく似ている。

通り土間

→ 土間ｷﾞｬﾗﾘｰ

ﾐｾ・ﾅｶﾉﾏ・ｻﾞｼｷ

→ ﾚｽﾄﾗﾝ

中庭

→ ｶﾞｰﾃﾞﾝ

はなれ

→ 別室

入口
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富山県富山市
ごうのうのやかた うちやまてい（とやまけんみんかいかんぶんかん）

豪農の館 内山邸（富山県民会館分館）

見どころ

豪農の館 内山邸（富山県民会館分館）

1868（慶応4）年

木造平屋建一部二階建桟瓦葺住宅 ほか

富山県富山市宮尾903

076-432-4567

http://www.bunka-toyama.jp/uchiyama

9:30～17:00（火曜日と年末年始休館）

富山駅から車で約10分

国登録有形文化財 ＊撮影：大釜恵

越中の豪農であった内山家の邸宅・庭園等を、1977（昭和52）年8月に

13代内山季友（すえとも）氏から富山県へ譲渡され、現在は富山県民会

館分館として利用されている。

内山家は、内山昌峰（まさみね）氏が1521～1531年（大永・享禄）の頃

に宮尾を新田開発し、そこから季友氏（1888-1981）まで13代続いた家

柄である。富山藩の時代には十村（とむら）役として、勧農・治水にあ

たっていた。明治期以降は地主制度の元で最大の繁栄を迎え多くの文人や

政治家も訪れていた。

この建物の大部分は、11代内山年彦（としひこ）氏が1868（慶応4）年に

建てたものである。

屋根は桟瓦葺（当初は板葺石置き屋根）で、正面は化粧梁と束を格子状に

組み、切妻面を見せる「アズマダチ」で、正面左側に入母屋造妻入りの式

台を有する。

平面は、式台左側に六間の長細い土間を有し、式台の奥には二間続きの広

間、その右側に表座敷、台子の間、その右側に外川の間と呼ばれる書院を

配している。

明治20年代に、12代内山外川（がいせん）氏により外川の間の奥に書院、

茶室、水屋が増築された。この一郭もまた選び抜かれた材料で造られ、千

石地主の繁栄がしのばれる。

明治40年代には主屋背後に連なる居住部分が改築された。

式台と切妻面のアズマダチが見える

表座敷（透彫の欄間） 増築された書院
豪農の館といえど、一般の農家住宅とは趣を異にし、この建物は殿様な

ど階級の高い方をお迎えする、武家屋敷の書院的な性格を持っている。

広間や表座敷の木部は漆塗りで仕上げられ、格式高い雰囲気が漂う。明

治期には主屋に増築された書院式茶室、竹林に囲まれた三入庵（さん

にゅうあん）、蔵横の離れ書院を改装した夜雨廳（やうちょう）の３つ

の茶室が出来た。

増築された書院床脇の天袋は富山藩の絵師により描かれたものである。

書院式茶室と三入庵は藪内流家元の指図、指導を受け建てられており、

特に、書院式茶室は、家元本席・燕庵の間取を意識したものとなってお

り、書院式茶室の寄付き待合には持仏堂が設けられ入口は火灯型で、枠

縁は竹を回し、手の込んだ造作となっている。水屋には北陸では珍しい

外部から取水する水張口の付いた水屋棚となっている。

三入庵は藪内家１１代透月斎竹窓の好みと伝えられ、前面の深い庇が印

象的である。

夜雨廰は、窓が多く明るい造りのため、外部に御簾を設けており、それ

がリズミカルである。内外部の色壁は、浅縹（青色）と浅緋（赤色）を

用い個性的である。

寄付き待合（左：持仏堂） 水屋棚

内山邸に到着すると、正面

には薬医門が現れる。薬医

門の両側は塀と土居に建仁

寺垣風の垣根がめぐらされ

ているが、その手前の用水

には菖蒲や燕子花が植えら

れている。見上げると、大

木が敷地を囲み、いかにも

富山らしい屋敷林となって

いる。

広大な敷地に入ると、主屋

以外にも蔵や作業所、茶室

等がある。まずは建物外観

を拝見しつつ、庭を見て頂

きたい。梅園、種々の桜、

竹林が広がる敷地には四季

折々の花が咲く。

貴重な資料が所蔵されてい

た柳原文庫は、2015（平成

27）年度に復原され、その

姿を目にすることが出来る。

次に主屋内部へ。まずは一

つ一つの部屋の雰囲気を感

じ取って頂きたい。その際

ぬれ縁から庭園を眺めるこ

とも忘れずに。そして再度

各部屋を廻り、天井の造り

や、広間・式台の竹の節欄

間、表座敷の透彫の欄間、

各部屋の意匠の異なる釘隠

し、緻密で繊細な襖絵や杉

戸、様々なデザインの引手

や唐紙、書院の棚など個々

の造りをご堪能頂きたい。

丁寧な造りと上質な材料で

出来た空間にもてなされる

ことだろう。

夜雨廳外観 夜雨廳内観

三入庵内観

三入庵外観

月見台からの庭園の眺め

復元された柳原文庫

正面の薬医門

建 物 名 称

建   築   年

構造・様式

所   在   地

電   話

Ｈ       Ｐ

開 館 時 間

ア ク セ ス

備       考



富山県富山市
ちゃしつえんざんあん りゅうれいせき

茶室円山庵 立礼席

見どころ

茶室円山庵 立礼席

1980（昭和55）年

木造平屋建 前入母屋 後切妻造

富山県富山市安養坊47-3

076-432-4782

http://www.city.toyama.toyama.jp/etc/minzokumingei/

9:00～17:00（入室は16:30まで）

北陸自動車道 富山IC、富山西ICより車で20分

旧「録寿庵」の内部見学は、不可

富山市民族民芸村内にある茶室円山庵は、富山の茶人・

金子宗峰が大正9（1920）年に建築した茶室「録寿庵」

を、戦後当地に移築したものである。昭和55（1980）

年に富山市民族民芸村の附属施設として増改築され、翌

年「円山庵」として開館した。「立礼席」は一般に開放

され、呉羽丘陵の豊かな自然の中で気軽にお茶を楽しめ

る施設として、富山市民の憩いの場となっている。

アプローチ（緑のトンネルと石畳の露地）

「立礼席（りゅうれいせき）」とは、椅子に座って（正座をせずに）、

お茶をいただける茶席のことである。こじんまりとしたヒューマンス

ケールの室内は、年月を経て味わいを増した自然素材の仕上げにより、

落ち着きが醸しだされている。

立礼席入口

←立礼席室内

大きな開口部は、網戸も無しに庭に向かって開け放たれ、自然を直接に

感じ取ることが出来る、天井は、三つの意匠に分割され（平天井、掛込

天井、落天井）、掛込天井は窓に向かって軒裏に連続している。

床は玄昌石貼り、周辺部が豆砂利洗出仕上げとなっており、外部と同じ

高さで豆砂利仕上げが連続し、外部空間との繋がりを意匠的にも強めて

いる。和（日本）建築の特徴のひとつである「自然との一体感」を感じ

られる、半屋外的な茶室空間となっている

「まるで峠の茶屋のよう…」

と、散歩やジョギングの途中

にフラリと立ち寄るお客さん

も多いとのこと。

「気軽さ」と「お茶の雰囲

気」を両立させている空間で

ある。

「なお、民族民芸村には、この他に５つ

の移築された古民家や蔵があり、その中

の「陶芸館」として使用されている「ア

ズマダチ」の切妻屋根は、国の登録有形

文化財である。（写真左）

茶室につながる庭を「露地」と呼ぶ。

茶室に向かって歩みを進めるごとに目の前に広がる景色

が変化し、日常生活から離れた茶の湯の世界へと心が整

えられる。

円山庵は、伝統的な露地の形式を踏襲しており、訪れる

人々が四季折々の自然を存分に感じ取れるような工夫が

なされている。

①周辺の景色（呉羽山） ②道に面した露地門

③樹木の中のアプローチ ④中門（内露地の入口）

⑤池泉庭園 ⑥立礼席内

↓庭と一体化した立礼席

建 物 名 称

建   築   年

構造・様式

所   在   地

電   話

Ｈ       Ｐ

開 館 時 間

ア ク セ ス

備       考



富山県高岡市
すがのけじゅうたく

菅野家住宅

見どころ

菅野家全景

菅野家住宅

1902（明治35）年

木造二階建 土蔵造

富山県高岡市木舟町36-1

0766-22-3078

http://www.takagas.co.jp/suganoke/

3～12月：9:30～16:00

火曜日、8/13～17、1～2月

高岡駅より徒歩15分

国指定重要文化財

【和室と中庭をつなぐ縁】

ブツマやホンマに佇み空間を堪能した後、ホンマから中庭

を眺めてみると、和室・縁・四季を感じる中庭のつながり

に空間の奥行きや深みを感じることができる。また、岡山

の土とメノオの粉を混ぜたベンガラの壁は色褪せず、障子

の白とのコントラストがとても美しい。

【山町筋の歴史】

富山県高岡市にある「山町筋」と「金屋町」は、

重要伝統的建造物群保存地区に選定されている。

山町筋の歴史は400年余前まで遡り、加賀藩第三

代藩主の前田利常が城下町から商工業の町へと転

換し、商人のまちとして発展した。

【山町筋のまちなみと菅野家】

明治33（1900）年の高岡大火により市街地の多くが消失し、復興にあ

たり土蔵造りが建てられた。山町のまちなみは、このように「防火のま

ちづくり」としての歴史も併せ持っている。

その土蔵造りのまちなみに代表される「菅野家住宅」は、明治初期に北

海道との通商で家業を築いた。その後、代々、高岡紡績、高岡銀行を設

立、高岡電灯を創立するなど、高岡政財界の中心的な存在として現在に

至っている。

山町筋のまちなみ

ブツマから中庭を見る

床の間（ホンマ）

主屋１階平面図

※富山県高岡市教育委員会発行

「重要文化財 菅野家住宅」より

【外観・内観】

菅野家は、大きな箱棟や黒漆喰の外壁、観音開きの防火扉、煉瓦の防火

壁や石柱など、重厚な外観である。内部は、重厚な外観の雰囲気とは対

照的で、柱や長押の部材が細く、繊細な雰囲気を醸し出している。ホン

マの柱は檜、天井は屋久杉といった銘木を使用している。

【灯具と金具】

ブツマやホンマには天井から灯具が吊り下げられている。

対となっている灯具は、シンプルでレトロな雰囲気を醸

し出している。さらに、和室を囲む長押に取り付けられ

た小さな釘隠しを目にすることができる。長寿の実を

模ったそうで主張はせずとも目を惹く装飾となっている。

灯具 釘隠し 引手

【格子や塀】

外部と内部をつなぐ下屋空間に設置された格子は、外か

ら室内は見えにくく、逆に室内からは外の様子が良く見

える、内と外を繋ぐ装置。また、敷地境界にある塀は、

壁面にデザインされた記号を模ったスリットが、圧迫感

を無くし道行く人に心地良さを演出している。 建 物 名 称

建   築   年

構造・様式

所   在   地

電   話

Ｈ       Ｐ

開 館 時 間

休 館 日

ア ク セ ス

備       考



富山県富山市
やくしゅしょうのやかた  かなおかてい

薬種商の館 金岡邸

薬種商の館 金岡邸

母屋：明治初期、新屋：1923（大正12）年

木造平家建（一部２階建）・近代和風建築

富山県富山市新庄町1-5-24

076-433-1684

https://www.bunka-toyama.jp/kanaoka/

9:30～17:00（毎週火曜日と年末年始は休み）

富山地方鉄道本線「東新庄駅」下車徒歩5分

国登録有形文化財 駐車場あり

見どころ

富山売薬は、江戸時代 富山藩 二代藩主・前田正甫の時代

から続く300年の歴史がある。金岡家は、江戸末期より薬

種商（薬の原材料を扱う問屋）を営み、歴代、薬種商時代

の資本を元に、金融機関をはじめ広い分野に投資し、県産

業の育成に大きく貢献している。

この「薬種商の館 金岡邸」は薬種商店舗住宅の「母屋」

と迎賓施設の「新屋」で構成されている。

【母屋】

明治初めに建てられた母屋は、薬種商店舗の遺構をとどめ

ている。戦前には３０件ほどあった薬種商の中で、昭和20

（1945）年の富山大空襲で焼け残った唯一の建物である。

明治期の薬種商らしい表構えであり、２階は大きな登り梁

に深い軒、１階庇はムクリのあるコケラ葺きで、サガリが

ついている。２階の窓がないのが珍しく、控えめな印象を

受ける。

現在は、売薬業という富

山ならではの商売の歴史

資料館になっており、売

薬の原料や製薬道具製造

から包装流通に至るまで

わかりやすく展示してい

る。店舗壁に造り付けら

れた百味タンスは、万延

元（1860）年に作られて

おり、当時の様子を、そ

のままに伝えている。
【新屋】

母屋の隣の敷地には、大正12（1923）年に建てられた別棟の新屋が建

てられている。新屋は、賓客をもてなすゲストハウスであった。明治天

皇や近衛文麿らも休憩に訪れた。この建築は昭和56（1981）年に県に

寄付され、富山県民会館分館としてお茶会や華道の稽古などの文化催事

に利用されている。

「母屋」は、表からミセ・通り

ニワ・座敷と続く町屋の典型的

な構えを残している。店舗部分

の畳のへりを牛革にして耐久性

を高めたり、店舗奥の暗い部分

にトップライトから外光を取り

入れるなど、機能的で細かい部

分にも配慮された空間になって

いる。

「新屋」は、大正期に迎賓の場として増築され、総檜造

り、大正ロマンの雰囲気を残し、豪壮で格調の高い折り

上げ格天井の座敷を有している。

玄関の式台を中央に、まっすぐ奥に広がる二間続きの座

敷（18畳＋15畳)をとり、入側縁（広縁）を廻した格式

の高い接客施設である。

商談を行う応接間として

使われた「オイの間」

木曽檜四方柾柱が立つ玄関

一般の見学も可能であり、広

い庭との一体感のある和室を

ぜひ体験していただきたい。なお、令和3（2021）年公開の映画「散り

椿」の制作では、当邸宅が撮影現場に用いられた。

参考文献：「百の共感 富山の建築百選」 富山の建築百選実行委員会

手前の建物が「母屋」、奥が「新屋」の塀と門

建 物 名 称

建   築   年

構造・様式

所   在   地

電   話

Ｈ       Ｐ

開 館 時 間

ア ク セ ス

備       考



石川県七尾市
めいじのやかた

明治の館

明治の館

1886（明治19）年

木造二階建 合掌組入母屋造 茅葺屋根

石川県七尾市中島町外ナ部13

0767-66-0175

http://www.city.nanao.lg.jp/sportsbunka/shisetsu/m

eiji.html

9:00～17:00（入館は16:30迄）

毎週月曜日（祝日の場合は翌日）、12/11～3/10

のと鉄道西岸駅より徒歩10分

七尾市指定文化財 写真：七尾市教育委員会提供

明治の館（旧室木家住宅）は、廻船

業や酒造業などで成功し、この地区

の大地主に成長した室木彌八郎が明

治12（1879）年から建築にとりかか

り、明治19（1886）年に完成させた

合掌組入母屋造りの家である。

家の規模は敷地面積4,143㎡、主屋の

ほか、台所・納屋、道具蔵、米蔵、

表納屋、と４つの付属室がつき、正

面に門と塀を配し、建坪は総合計で

852㎡（258坪）ある。

【座敷】

上、中、下と三室が並ぶ格式のある座敷である。上座敷は黒柿と黒壇

の床の間に付書院、露板の施された正式な造り。下座敷は略式で、床

脇に中国風の半円形障子が入っている。

【佛間】

式台から入ると、その奥は格天井

の佛間。佛壇の襖は、上部がゆる

やかな曲線をもたせた凝った造り

である。真直な材を曲げるのでは

なく広い材から曲面を型取って

造ったものである。

【囲炉裏】

アテ材を使用し、入り方式の形式となっている囲炉裏で

ある。薪が焚

かれ、その煙

と乾いた空気

が合掌組の屋

根裏へ昇り茅

葺屋根を保護

している。

柱、平物、縁板、建具等全て欅材を使って豪華に仕上げ

られている。戸は欅の一枚板で直径２ｍの幹周り６ｍ以

上の大木を使用している。

【庭園】

主屋の西側にある庭は座敷から眺

めることができる南北に長い池泉

回遊式の庭園である。池は羽を広

げた鶴を形取り、亀の頭のような

石がせり出して背に当たる部分に

木が植栽されていて、鶴亀の泉水

と呼ばれている。

【米蔵】

この蔵は平成19（2007）年の能登

半島地震で大きな被害を受けたが、

平成22（2010）年に修復工事を行

い民俗資料展示室として、収集し

た民俗資料の展示を行っている。

見どころ
【梁と用材】

太く大きな梁

の四丁組。

曲がった大木

をがっしり組

み合わせた技

法に豪邸の風

格を感じられ

る。

建 物 名 称

建   築   年

構造・様式

所   在   地

電   話

Ｈ       Ｐ

開 館 時 間

定 休 日

ア ク セ ス

備       考



石川県金沢市
ぶけやしきあとのむらけ

武家屋敷跡野村家

見どころ

武家屋敷跡野村家

1843（天保14）年 建造建物を昭和初期移築

木造

石川県金沢市長町1-3-32

076-221-3553

http://www.nomurake.com

4～9月：8:30～17:30 10～3月：～16:30

JR金沢駅よりタクシー10分

駐車場 6台あり

平成21（2009)年フランスミシュランから日本の観光地と

して２つ星を、またアメリカ庭園専門誌「ジャーナル・オ

ブ・ジャパニーズ・ガーデニング」誌で平成15（2003）

年日本の庭園ランキング第3位に選ばれた。（１位は足立

美術館、２位は桂離宮）

日本建築は内外の境があいまいで、室内から庭、玄関へ繋

がる演出が魅力的である。縁側が庭と室内をつなげる空間

となり、寒い季節は建具が入り室内となり、暑い季節は解

放し直射日光を避け、深い庇・屋根が日陰を作り出す。

野村家も室内と庭園の繋がりが魅力的な建物である。

武家屋敷跡の名残は庭園にある。庭園は天正11（1583）

年に造られたが、建物は加賀大聖寺藩の北前船の傑商久保

彦兵衛が天保14（1843）年に建立したものを移築。元の

建物は加賀大聖寺藩の藩主を迎える迎賓館の役割があった

ため、上段の間がその名残を残す。総桧づくりの格天井や

黒柿透かし彫りの釘隠し、鉄刀木の細工彫りでできた襖の

引手、ギヤマン入りの障子戸は弘化・嘉永年間の文化の成

熟度を物語る。

昭和初期の移築の際、庭園と建物を繋いだ大工の腕が素晴

らしく違和感を感じない仕上がりである。

謁見の間 上段の間

【茶室 不莫庵（ふばくあん）】

天井は桐板に神代杉の一枚板を置き四国特産の数少ないみ

どり松でおさえた珍しい造りである。控えの間の床板は樹

齢約千年の紅葉の一枚板で、天井は真菰（まこも）の茎張

りである。２階から眺める庭園を楽しめる。

茶室天井（神代杉） 控えの間

【野村家の由来】

天正11（1583）年前田利家が金沢城に入城した際、直臣として従った野

村伝兵衛貞家は、禄高千石、千二百石と累進し、十一代にわたって御馬

廻組頭、各奉行職を歴任。千有余坪の屋敷を拝して連綿と明治4（1871）

年の廃藩まで続いた由緒深い家柄である。

【濡れ縁と庭園】

長町武家屋敷跡界隈は中級武士が住んでいた、土塀と水の町。現在も藩

政時代の面影をしのばせる。雪から土塀を守るための「こも」（ワラを

編んだむしろのこと）は金沢の風物詩である。

金沢城普請の際に木材の運搬に使われた金沢最古の大野用水が流れ、当

野村家などの屋敷はこの水の流れを庭園に引き入れ曲水としている。濡

れ縁にせまる曲水、落水が奥行のある空間を形成している。庭園は高低

差があり、落水する景色が贅沢な造りであったことを想像させる。室

内・廊下・濡れ縁から、視点を変えて立って見るもよし、正座で見るも

よし、建物・庭園を立体的に鑑賞できる。

上段の間奥より庭園を眺める

曲水を眺める

建 物 名 称

建   築   年

構造・様式

所   在   地

電   話

Ｈ       Ｐ

開 館 時 間

ア ク セ ス

備       考

不莫庵より庭園を眺める



石川県白山市
よこまちうららかん

横町うらら館

見どころ見どころ

横町うらら館

1832（天保3）年

木造二階建、町家（平入り・瓦葺）

石川県白山市鶴来新町夕1

076-272-0001、076-273-5699

http://www.urara-hakusanbito.com

10:00～16:00 （年末年始・旧盆を除く）

その他不定休有

電車：北陸鉄道石川線 鶴来駅より徒歩12分

自家用車：白山ＩＣから国道157号線を南へ20分

＊写真は、白山市観光連盟提供

横町うらら館は、旧鶴来町の旧家を一部改装し、街を訪

れる人々の休憩所として無料で開放されている。

旧鶴来町は、石川・福井・岐阜３県にまたがりそびえる

白山の麓、手取川扇状地の扇頂部に位置し、古くは山間

部と平野部の交易市場で栄え、金釼宮（きんけんぐう）

や白山比咩（しらやまひめ）神社の門前町としても発展

した。金沢に交易の中心が移るまでは、この地域の経

済・宗教・文化の重要な拠点であった。

横町うらら館の表通りは、白山比咩神社の表参道へと続

く通りとなっている。この通りは加賀藩前田家の白山本

宮参拝のために整備され、昭和中ごろまでは商家が立ち

並ぶにぎやかな通りであった。商家の数は少なくなった

が、今でも古くから栄えた鶴来の町の雰囲気を感じるこ

とができる。

その歴史と立地の中で、横町うらら館は格式ある商家の

たたずまいをそのまま残す、貴重な建物となっている。

この建物は天保年間、今からおよそ180年前に建てら

れた、間口が狭く奥行が長い商家である。間口に対し

て租税がかかる、江戸時代の町家の特徴をよくあらわ

している。敷地面積は１７０坪程度、建物は間口七間

半、奥行き九間の木造２階建て、通り庭でつながった

奥に五間×六間の蔵がある。

１階には８室、２階には７室あり、１階の中庭に面し

た縁側には長さ四間半（約8.2m）の杉柾目板が継ぐこ

となく使われており、奥の座敷は華やかな朱塗りの壁

となっている。現在２階は一般に公開されていないが、

窓には天保年間に建てられた際に入れられた赤いステ

ンドグラスが、２枚だけ残っているという。凝った造

りの神棚や金箔張りの仏壇、一枚板から掘り出した格

子欄間など、現在ではなかなか見られなくなった職人

技が、細部に光っている。

蔵へ続く通り庭。右手は「おえ」

「おえ」の間 ＊

奥の間。右手奥は仏間

ここは、江戸時代には

年貢米を管理する「蔵

宿」として、倉庫業と

質屋・金貸しなどの金

融業をあわせたような

商いをしていた。明治

期には集配郵便局、昭

和期には町医者をして

いたが、平成に入り当

主が金沢へ転居する際

に、旧鶴来町に寄贈さ

れ無料休憩所となった。

道路から玄関を入ると通り庭に面して「みせ」の間があり、その奥

に「おえ」の間がある。広くはないが囲炉裏が切られ、今も昔も客

が気軽に腰を掛けて談笑ができるようなスペースになっている。

通り庭を抜けると、「蔵宿」の名残の蔵がある。火災にも強い重厚

な石積み壁に囲われており、現在は夏でも涼しいギャラリースペー

スとして地域で利用されている。

今はさほどではな

いが、鶴来は雪深

い地域であるため、

中庭は冬には雪の

置場となる。また

食用となる季節の

野草もあり、中庭

は年間通して有効

活用されていたよ

うだ。

ここには鶴来の暮

らしが色濃く残っ

ている。

「みせ」には観光物産が展示してある
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石川県加賀市
むげんあん

無限庵

見どころ

公益財団法人 前端文化振興財団 無限庵

明治末期 1912（大正元）年移築

木造二階建 入母屋造、瓦葺

石川県加賀市山中温泉下谷町6

0761-78-0160

http://www.mugenan.com

11:00～15:00（年末年始休館）

JR加賀温泉駅より山中温泉行きバス下車徒歩20分

JR加賀温泉駅より車で20分

石川県指定文化財・石川県登録博物館

加賀の山中、湯の町を流れる川の畔にかかるこおろぎ橋か

ら坂を見上げると広大な宅邸の構えが見えてくる。無限庵

はこの風景の中に金沢の高岡町から移築された書院である。

入母屋造、妻には狐格子に懸魚を付け、四方に桟瓦葺の下

屋。随所に豪華な和の美しい意匠が見られるが、四季折々

の山の風景と川のせせらぎが背景となった美しい和の空間

である。

無限庵は、加賀藩元家老横山家の分家、横山章が明治末期に金沢高岡

町に建てられた書院をここ山中へ大正元年から大正八年にかけて移築

された建築である。武家邸宅書院の伝統を継承する近代の書院造りと

して、当時の木造建築技術の粋を傾けた貴重な遺構と言われ、石川県

指定文化財として、保存・一般公開されている。 

【御殿】

間口4間、奥行4.5間の堂々たる桧（尾州）造りの座敷きである。

中央に２間の床を、左右に１間の床脇を設け、黒柿の琵琶床、床脇棚

の天袋は金唐皮の美しい模様が印象に残る。全面を開放できるように

縁を設けた主室は、神代杉の天井板、縁は欅の寄木張、松の一枚堀の

欄間等、格式と豪華さの中に、平明な佇まいが凛とした和の空間と

なっている。また、金沢の書院に見られる群青の壁や黒柿の手摺が配

された北側の縁も意匠として美しい。

【茶室「雄峯庵」】

裏千家四代 仙叟好みの釘箱

棚が備え付けられた二畳台目

中板入り向切の茶室。同じく

横山家より大正時代に移築さ

れた。土縁がついた冬季の使

用に備えた雪国の工夫が見ら

れる。

【縁側の廊下】

座敷の東側の廊下天井は竿縁天井であ

るが蒲鉾形に起りがつけられている。

御殿の縁は欅の菱形獅子吼張である。

木瓜型の枠の中に彫刻が施

された欄間。２間２枚で左

右の構図に埋められ中央に

多くの余白を残している。

それぞれ枠と一木で一体に

彫刻された見事な松板の欄

間である。

金唐紙の天袋。天井は神代

杉の網代形の寄木張

琵琶台の束は黒柿で摺漆塗、

正面の羽目板には優美な蒔

絵が施されている。

神代杉の天井板

書院北側の縁

黒柿の手摺
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建   築   年

構造・様式

所   在   地
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開 館 時 間

ア ク セ ス

備       考



石川県金沢市
かなざわじょうこうえん ぎょくせんいんまるていえん ぎょくせんあん

庭園と一体となった玉泉庵

【休憩室】

金沢城公園玉泉院丸庭園 玉泉庵

金沢城公園玉泉院丸庭園 玉泉庵

2014（平成26）年9月

木造 平屋建て

石川県金沢市丸の内1-1

金沢城公園内

076-221-5008(玉泉庵)

076-234-3800(管理事務所)

http://www.pref.ishikawa.jp/

siro-niwa/kanazawajou/

開館から閉園まで

（茶室は9:00～16:30 最終受付16:00）

金沢駅から

路線バス、周遊バス／タクシー10分など

呈茶サービスあり（有料）

夜間ライトアップあり

金沢城公園玉泉院丸庭園は、加賀前田家三代当主の前田利常

により寛永11（1634）年に作庭が始められた池泉回遊式の大

名庭園を再現整備したものである。

当時、露地役所（庭園を管理する役所）が置かれていた場所

に、休憩施設として新たに整備されたのが「玉泉庵」。

屋根は杮（こけら）葺き、外壁は土壁塗りとなっており、庭

園内に存在感を持ちながらも調和して佇んでいる。

内部は、建物からの庭園の眺めに配慮し、庭側の建具は全開

放できるように作られている。

気軽に立ち寄ることができる休憩室と和室があって、和室で

は呈茶サービス（有料）が行われており、ゆっくりと庭園を

眺めながら抹茶とオリジナル上生菓子を頂くことができる。

照明器具やふすまの引手には、前田家の家紋「梅鉢紋」があ

しらわれていたり、障子には金沢の二俣和紙が用いられてい

るなど、金沢らしさを感じる素材やデザインが随所に用いら

れている。

また畳は、井草産地の北限とされる小松産の井草を用いた貴

重な小松表（こまつおもて）を用いており、京間寸法で本格

的な茶会にも利用できるようになっている。

【玄関】

木、石、土壁で構成された玄

関。華美な意匠はないが、落

ち着きある空間で出迎えてく

れる。

式台のケヤキ板、寄付のヒノ

キの床板は城内の材料が使用

されている。

石川県産の杉や能登ひば、

能登地方ゆかりの珪藻土、

城内の戸室石など地元の

素材がふんだんに使用さ

れている。こちらも庭を

眺めることにこだわり建

具の納まりなどが工夫さ

れている。

見どころ

庭を眺めることに配慮された開口部の設え 上：建具を開け庭を望む

下：簀戸を通して見る庭
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建   築   年

構造・様式

所   在   地
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Ｈ       Ｐ
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【梅鉢】

前田家の家紋

梅鉢をモチーフ

とした意匠

左：天井照明

右：襖引手



福井県福井市
 ようこうかん

養浩館

養浩館（旧御泉水屋敷）

1993（平成5）年復原完成 （17世紀末期建築）

木造平屋建て・数寄屋造り

福井県福井市宝永３-11-36

福井市文化振興課 0776-20-5367

福井市郷土歴史博物館 0776-21-0489

http://www.fukuisan.jp/ja/yokokan/index.html

9:00～19:00（3月1日～11月5日）

9:00～17:00（11月6日～2月末日）

年末年始（12月28日～1月4日）

ＪＲ福井駅から徒歩約15分、駐車場有

国指定名勝 養浩館庭園

養浩館は、福井藩主松平家の別邸で、福井城本丸から北東約400mの位置に

あり、城下を流れる芝原上水を引き込んで作られた回遊式林泉庭園「養浩館

庭園」の水辺に建つ数寄屋造りの建物である。庭園は江戸時代初期から中期

を代表する名園の一つで、昭和20（1945）年の福井空襲により建造物は焼

失したが、庭園はよく現在に伝えられていたため、昭和57（1982）年に国

の名勝に指定、これを機に復原整備が進められ、平成5（1993）年に完成、

一般公開された。建物の復原は一部分のみで、地元足羽山産の笏谷石を大棟

に置いた柿葺の座敷と、茅葺の御台所・御台子から成っている。

庭園や建物の専門家双方から絶賛されているのは、

優れた水の造形と、庭と屋敷の見事な一体感。座敷

の土縁のすぐ先に豊富な水が湛えられ、建具で切り

取られた景色は四季折々の色を一枚の絵として映し

御座ノ間

↑櫛形ノ御間 御月見ノ間↓   

建物の北側は御湯殿という殿様の

お風呂が再現されている。当時は

湯船につかるものではなく、サウ

ナのような部屋があり、その手前

には水勾配のついた板の間があり、

そこで体を流していた様子がよく

わかる。蒸気抜きの屋根など、建

築的工夫を見ていると面白い。

南側の座敷は、細部にわたる材料

や加工の質の高さが素晴らしい。

欄間は、御座ノ間には桑の一枚板

を透彫にしたもの、御次ノ間には

山ウコギの皮付きの小枝を組んだ

もの、というように非常に手が込

んでおり、どれをとってもこだわ

りの逸品である。

なお、養浩館庭園はアメリカの庭

園専門誌ＪＯＪＧの「日本庭園ラ

ンキング」で平成20（2008）年

より３年連続で第３位に選ばれて

いる。

 

御湯殿

西側外観

鎖ノ御間

見どころ

出す。池の上に延び

る櫛形ノ御間は、花

頭くずしの連窓から

跳上げ戸越しに水面

の光が掛込天井に反

射し、まるで船に乗

っているような気分

になる。御月見ノ間

は、西面いっぱいに

出書院が配され、そ

の上部には雲形にく

り抜いたケヤキの一

枚板が入り､池に映

る残月の眺めの額と

なっている｡

建 物 名 称

建   築   年

構造・様式

所   在   地

電   話

Ｈ       Ｐ
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ア ク セ ス

備       考



福井県南越前市
きゅうきょうどうじんごろうけじゅうたく

旧京藤甚五郎家住宅

見どころ

旧京藤甚五郎家住宅

江戸時代後期から幕末

木造二階建

福井県南条郡南越前町今庄68ｰ35

南越前町教育委員会今庄事務所 0778-45-8003

毎週金曜・土曜・日曜・祝日 10:00～16:00

（年末から３月上旬までの冬期間は非公開）

ＪＲ今庄駅から徒歩5分

北陸自動車道今庄ＩＣから車で10分

福井県指定有形文化財

ボランティアガイド有

（要予約：今庄観光ボランティアガイド協会）

旧京藤甚五郎家住宅は、南越前町今庄地区

の旧北陸街道沿いに建つ町家建築である。

今庄は古来、官道として北陸街道が使われ

ていた時代より京都から北国への玄関口と

して栄えた交通の要衝で、天保年間（1830

～1844年）には戸数290戸を数えたという

当時の繁栄の面影を今なお留めている。

伝統的な町家からなる今庄宿の町並みは、

その多くが明治以降のものであると推定さ

れているが、当家に残る文政元（1818）年

の「火事見舞扣帳」により、当住宅はこの

火災後の天保年間に建てられたものと考え

られており江戸時代に遡る町家である。な

お当家は、幕末に京都に向かう水戸浪士の

一行が立ち寄ったとの伝承があることから

もわかるように、今庄有数の旧家でもある。

【迫力ある佇まいを備えた外観と防火建築】

木造２階建、切妻造で、屋根には越前特有の赤瓦が葺か

れている。間口は20m余りあり、標準的な町家と比べる

と２倍の大きさである。両妻面の壁を屋根面よりも高く

持ち上げた本格的なウダツ、防火建築を意識した土壁で

塗籠められた虫籠窓や登り梁、垂木、さらに他の今庄町

家と異なり板の庇ではなく瓦で葺かれた下屋庇からなる

意匠により他の町家とは異彩を放ちひときわ強い存在感

がある。

伝統的な町家の形態をよく留めた、県内に現存する数少

ない江戸時代の大型町家である。

【質実剛健で上質な内部】

柱や鴨居、長押など木部は漆で色付けされ、縁境の障子

欄間は繊細で緻密な細工が施されている。決して派手で

はないが意匠を凝らした上質な造作を各所にうかがう事

ができる。

主屋１階座敷

主屋１階（囲炉裏の間）

主屋１階（オウエ）

正面

主屋の内部は、

炉のあったハ

イリクチ、ダ

イドコ（イロ

リノマ）とそ

の奥に続くダ

イドコと並行

して、前から

ミセノマ、オ

ウエ、ナンド

と並び、オウ

エには２階へ

の階段もある。

ナンドと炊事場との間には３

畳の小室、浴室、脱衣室、便

所が設けてある。また、２階

の道路側には洋室が存在する

が、１階の水回りと合わせて、

これらは明治～昭和にかけて

の改修によるものとされる。

洋室の前室にあたる板の間は、

京藤家の当主が嗜んだ、写真

を現像する為に使用した暗室

の役割も担っていたとのエピ

ソードがある。座敷棟はオウ

エから続く一段と高くなった

シキダイ、ナカノマ、ザシキ、

さらに奥の縁側から成り、縁

側には水戸浪士が付けたとさ

れる刀傷が残り、歴史の情緒

を味わう事もできる。

建 物 名 称

建   築   年

構造・様式

所   在   地

電   話

開 館 時 間

ア ク セ ス

備       考

正面（南側外観）



福井県小浜市
きゅうりょうてい ほうとうろう

旧料亭 蓬嶋楼

見どころ

主座敷は２階の12帖半と10帖の続き間で、踏面が少し外側に湾曲した

階段で3帖の前室に導かれる。主室は間口二間半のうち二間を床とし、

左の一間を踏込床、右の一間を真塗り框の畳床として一間の付書院を備

えている。床柱は下げ束とし、左方の半間に地袋を設け、上部の壁面は

斜行させて壁いっぱいに円窓をあけ奥の壁の一部を白く塗っている。こ

うすることによって客座からは円窓が三日月に見え、赤壁の華やいだ雰

囲気の座敷に仕掛けられた粋な趣向となっている。

次の間を振り返ると、主室床の間と相対する壁面は中央で二分され、左

に大円窓をあけて腰張りで波を表現し、上部にはシャレ木を横たえてい

る。腰張りは床框に、シャレ木は落掛けに見立てられる。

主座敷には三日月、次の間に満月を配し、遊びの意匠を演出している。

旧料亭蓬嶋楼は、小浜市香取地区にある三丁町と呼ばれる

茶屋町に位置する。三丁町は、かつて西組・中組・東組に

分かれていた小浜城の城下町のうち西組に属し、西組の町

並みは、近隣の商家町や寺町を含め「小浜西組」の名称で

国の重要伝統的建造物群保存地区に選定され、伝統ある町

並みの保存と活用が進んでいる。紅殻格子の家々が軒を連

ね芸妓の三味線の音が流れる情緒豊かな通りに、瀟洒な塀

を巡らした蓬嶋楼は、三丁町でもっとも規模が大きく建物

だけの間口は７間ほどある。十字紋を現した軒瓦を載せ腰

板を貼った高塀を通りに面して構え、庇付きの引違い戸を

建てて表玄関とし、中間に庇付きの出格子を設け、さらに

庇付きで片引戸を建てて裏玄関としている。この表構えは

秀逸で茶屋町の雰囲気を色濃くかもし出しており、恰好の

被写体となっている。

旧料亭 蓬嶋楼

明治期

木造二階建

福井県小浜市小浜飛鳥64

0770-64-6034

―

10:00～16:00（土日祝日）

舞鶴若狭自動車道 小浜ＩＣより8分

ＪＲ小浜駅より徒歩17分

小浜西組重要伝統的建造物群保存地区

スクラッチタイルを貼って昭和初期のモダンな装い

を演出している玄関廻り

手の込んだ天井の細工

料亭であったこの建物には、手の込んだ細工、繊細さと

遊び心に富んだ意匠が随所に見られる。それらは目に楽

しく、また、建築的視点からも必見の価値あり。

外観正面（三丁町通り北から）

２階主座敷主室

２階主座敷次の間

建 物 名 称

建   築   年

構造・様式

所   在   地

電   話

Ｈ       Ｐ

開 館 時 間

ア ク セ ス

備       考



福井県越前市
あいざんそう

愛山荘

見どころ

愛山荘

1916（大正5）年～昭和初期

主屋・離れ・茶室：木造・数寄屋造、蔵：石・土蔵造

福井県越前市若竹町6-27

0778-23-5011

http://aizanso.com/

不定期開館（要問い合わせ）要予約

北陸自動車道 武生ＩＣより約10分

ＪＲ武生駅より徒歩約15分

国登録有形文化財

愛山荘は地元の名士が隠居後の別荘として大正～昭和初期に建築された。敷地面積約5,500㎡で、主屋、離れ、茶室、蔵と門で構成さ

れている。数寄屋風書院の建物で、シンプルながらも細やかなデザインが随所に見られ、また、様々な産地と種類の木材をふんだんに

使用している。建物から眺める美しい庭は四季折々にいろいろな景色を楽しむことができる。

①離れ廊下 戸袋はガラスがはめ込まれており、ガラス戸

が収納できるようになっているが、収納しても途切れるこ

となく庭の風景を見ることが出来るようになっている。

②２階座敷 床柱には虫食いのある楓、床板には焼杉が使

用されている。その他、座敷により、神代杉、栃、桜や松

など多様な良材を使用している。

③１階座敷 明かり欄間など細部まで手が込んだ美しいデ

ザインとなっている。

④１階座敷 洋服等が掛けられる金物は、蝶がモチーフに

なっており、少し大きさを変えている。

⑤離れ１階座敷「松の間」 随所に松をモチーフにした意

匠が凝らされている。欄間は彫刻家・池田恵斎作とされる。

⑥主屋と離れをつなぐ渡り廊下 越前市出身のいわさきち

ひろが描いた絵が展示されている。

← 門から玄関を望む

↑上 玄関 ／ ↑下 茶室

↑主屋の２階は東面に板縁があり、越前富士「日野山」を望むことができ

ることから「愛山荘」と名付けられた。

① ②

③ ④

⑤ ⑥

建 物 名 称

建   築   年

構造・様式

所   在   地

電   話

Ｈ       Ｐ

開 館 時 間

ア ク セ ス

備 考



福井県坂井市
 きゅうきしなけ

旧岸名家

１階には商家としての様々

な工夫がみられる。

まず、三国箪笥が見もので

ある。入口には大きな車箪

笥がおいてあり、火事や水

害の時にすぐ運び出せるよ

うに考えられている。

小さな船箪笥は、船で貴重

品を収めるものであるが、

難破した時には木が水分を

吸って開かなくなり、タン

スの中に閉じ込められた空

気で浮き、回収されたとき

には金物で表された紋で持

ち主に帰ってくるようにで

きている。箪笥の金物は、

簡単に開かないような仕組

みになっているなど、美と

実益を兼ねた箪笥の作りは

解説を聞くと面白い。

座敷の仏壇は、金箔ではな

く金を一面に塗ってあり高

価なものと一目で分かるが、

装飾は少ない。

水害の際には水につかない

ように、吊り手で持ち上げ

られるようになっている。

見どころ

旧岸名家

1823（文政6）年

木造二階建 かぐら建て

福井県坂井市三国町北本町4-6-54

0776-82-0947

https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/kankou/kanko-

bunka/kanko/rekishi/kishinake.html

9:00～17:00（水曜・年末年始休館）

えちぜん鉄道三国芦原線三国駅下車 徒歩10分

国登録有形文化財

九頭竜川の河口に開け、北前船

の寄港地として栄えた港町三国。

三国の町並みは、川に並行して

船主や問屋などの商家が並び、

間口に対して奥行きの深い町割

りである。

岸名家は町の中心に位置し、ど

の町家も、通りからみせに入り、

とおりにわを抜け、せど（中

庭）を過ぎると蔵があり、その

先に船着き場を持っていた。ま

た、町家主屋の建築様式はこの

地域特有の「かぐら建て」で、

切妻妻入の家屋の前面に片流れ

の二階建てを直交させ、一見平

入に見せるものである。

旧岸名家は、代々材木商を営ん

だ旧家で、現在の住宅は江戸時

代に建てられ、明治・大正時代

に改造されている。現在は修

復・復元され、この地域特有の

建て方を今に伝えるものとして、

港町らしい生活や北前船での繁

栄を見て取れる調度品と共に、

資料館として公開されている。

この家の先祖は、現在も続く俳

句の会「日和山吟社」の初代宗

匠で、2階の展示室は立机式

（宗匠の就任式）の様子を再現

しており、今にも俳人たちが句

を詠むような情景となっている。

１階の商家のたたずまいとは趣

を異にしたカラフルな塗り壁に

文化を感じる。

正面外観

笏谷石の敷かれたとおりにわ

船箪笥のあるおえから中庭を望む

２階座敷(展示室)

２階座敷（立机式の再現）

座敷よりせどを望む

車箪笥

仏壇

水琴窟

建 物 名 称

建   築   年

構造・様式

所   在   地

電   話

Ｈ       Ｐ

開 館 時 間

ア ク セ ス

備       考


